
ザイノキクイムシ属（Xyleborus EICHHOFF）

の前胃の形態から見た種間の類縁関係＊
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Studies on the releationshop of the interspecies of the genus Xyleborus EICHHOFF(Coleoptera,
Scolytidae)by the proventriculus.Kenji TOTANI and Tamio SUGIMOTO(Yokohama Plant Protec-

tion Station).Res.Bull.Pl.Prot.Japan 23:39-43(1987).
Abstract:A total of 24 species of the genus Xyleborus EICHHOFF were studied on the proven-
triculus,and were classified into 5 types by presence or absence of Anterior plate and its
armatures which were Sutural teeth,Apical teeth and Marginal bristle.

The relationship by the total character of the proventriculus included 5 types of the proven-
tricular plate generally fitted the relationship by the external character,and concluded that
we are able to use the structural character of the proventriculus as one of the diagnosis on
the relationship of the genus Xyleborus EICHHOFF.

諸 言

ザイノキクイムシ属は，キクイムシ科（Scolytidae）

の中で最も大きな属で世界から1000種を超える種類が

記載されており，同定の困難な属とされている。この

属の種類には多様なものが含まれているように見受け

られ，多くの研究者により細分が試みられてきた

（BLANDFoRD：1896，REITTER：1913，HoPKINs：1915a，ScHEDL：

1937，Sc田DL：1939）が，その特徴として用いられたも

のが外部形態であるため，中間種の存在などで決め手

がなかった。

　そこで筆者らは，NOBUCHI（1969）がキクイムシ科の

族や属の類縁関係を調べるのに用いた前胃の特徴が，

ザイノキクイムシ属の分類の標徴あるいは外部形態に

よる分類の裏付けに使えるものかどうか検討した。

　なお報告にあたり，使用した標本の同定並びに御助

言を賜った林業試験場の野淵　輝博士に対し，ここに

深謝の意を表する。また，種々御助言をいただいた当

所業務部国際第一課早瀬　猛技官，貴重な標本を快く

譲渡下さった当所東京支所伊藤喜美男技官並びに各位，

同晴海出張所青木貞弘・和田英男両技官に対し，厚く

御礼申し上げる。

＊　本報告の概要は昆虫学会第44回大会（筑波：1984

　年）において発表した。

材料および方法

　前胃を検鏡したザイノキクイムシの種類は，輸入木

材検疫で発見された20種と日本国内で採集された4種

の計24種である（第1表）。キクイムシ体内から前胃

を摘出する方法はNOBUCHI（1969）に従い，水酸化カ

リウム10％水溶液で虫体全体を煮沸して筋肉を溶かし，

前胸内にある前胃を取り出した。摘出した前胃は，内

壁が見えるように開いた後，バルサム封入によるプレ

パラート標本にして生物顕微鏡（×60～600）で形態

を観察した。

　キクイムシの前胃は8枚の前胃板がリング状に並び

（第1図A），1枚の前胃板は前板と後板から成って

いる。前板にはSutural　teeth，Marginal　bristle，Apical

teeth，後板にはFemoral　teethなど各種の突起がある

（第1図B）。これらの名称はHOPKINS(1915a)の命名

に従った。第1図Bの略称は次のとおりである。なお，

これらは本文中ではSt，Mbl，At，Mt，Ftなどの略称を

用いた。

Cr：Crop（そ襄）

Ap：Anterior　plate（前板）

At：Apical　teeth

MbL:Marginal　bristle

St：Sutural　teeth

Pp：Posterior　plate（後板）

Ct：Closing　teeth

Ft：Femoral　teeth

Mb：Masticatory　brush

Mt：Femora　of　Masticatory　teeth
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第1表　調査に使用したザイノキクイムシ属（Xyleborus)の種類

X.  emaginatus EICHHOFF

X.  amplexicauda HAGEDORN

日 本 国 内 で 採 集 し た 種 類

X. seiryorensis MURAYAMA

輸入木材検疫で発見された種類

剛毛状突起

Mb

Mt
Ct

Ft

At

MbI

St

B.  1枚の前胃板の構造

第1図 キクイムシの前胃の構造

結果および考察

　ザイノキクイムシ属の前胃の形態は種間変異が大き

く，前板が縮少するに従ってそこにあるSt，At，Mbl

等が退化消失していく傾向が認められた。また，調査

した24種の中には前胃の形態が類似したいくつかの種

群が認められ，代表となる種の前胃板の形態を第2図

に示した。

NOBUCHI（1969）は，日本産ザイノキクイムシ属12種

を調べ，前板の有無，前板の大小等によって3つの型

に分けたが，筆者らはその3つの型の内，Type2と

Type3をさらに前板のSt，At，Mblの有無によってⅠ

型からIV型の4つのタイプに細分し，Type1と一致

するV型と合わせて次の5つの型に分けた。

　Ⅰ型：前板にSt，At，Mblを全てそなえる。

　Ⅱ型：前板にSt，AtをそなえるがMblを欠く。

　Ⅲ型：前板にMbl，At，をそなえるがStを欠く。

　lV型：前板にSt，At，Mb1いずれも欠く。

　V型：前板自体を欠き，後板だけとなる。

　これらの5型の前板の特徴を模式化して第3図に示

した。

　前板の形態からそれぞれの型に分けた種について，

後板及び素嘆襄の剛毛状突起の生え方を含めた前腸の形

態的特徴と従来から行われている外部形態によるグ

ループ分けを比較した結果を第2表に示した。表中に

＊一＊で示した各種群（BROWNE：1961）は，外部形

態の特徴が類似した種群として分類されているもので

ある。

Ⅰ型に属する種類では，Coptoborus群の翅鞘先端部

がわん入していることでseriatusと外部形態的には明

らかに異っている。前胃の形態においてもCoptoborus
群3種の前板は両側が平行であり，seriatusの前板が

基部から先端へ広がる点で区別できる。Ⅱ型に属する

種類では，conisusは翅鞘斜面部が緩やかに傾斜し，

かつ鱗毛をそなえる点でapicalisと異なっている。前

胃の形態ではconcisusはapicalisよりさらに前板の硬

皮化が進み，St，Atともに大きくて長い。Ⅲ型に属す

る種類では，Euwallacea群の5種は，外部形態も前胃

の形態も互いによく類似している。しかし，外部形態

の異なるEuwal lacea群以外の3種には，前胃や素嚢

の剛毛状突起の形状に違いが認められ，前胸背がやや

縦長のsimilisでは前板がやや大きく，seiryorensisで

はMb1がとげ状になり，macropterusでは素襄の剛毛

第23号

X. seriatus BLANDFORD

X. validus ECHHOFF

X.       velatus  SAMPSON

X.     noxius SAMOSON
X.        posticepilosus SCEHDL

X.     sexspinatus SCHEDL

X.       subcostatus EICHHOFF
X.       mascaresis  EICHHOFF
X.  perforans (WOLLASTON)

X. cognatus BLANDFORD

X. apicalis BLANDFORD

X. fastigatus SCHEDL

X. concisus BLANDFORD

X. interjectus BLANDFORD

X. destruens BLANDFORD

X. macropterus SCHEDL

X. pseudopilifer SCHEDL

X. bidentatus(MOTSCHULSKY)
X. ferrugineus(FABRICIUS)
X. pfeili(RATZEBURG)
X. similis FERRARI

A.前胃と素襄の全体図
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第2図　Xyleborus属の前胃板

第3図　Xyleborus属24種に見られる前板の5つの型

状突起が束になっている。Ⅳ型に属する種類では，

major群3種の翅鞘斜面部の後側縁は竜骨状にならず

丸まり，Progenius群では竜骨状になる点で異なるが，

両群の前胃板の形態は似ている。しかし，major群で

は後板のMtにFtを欠き，Progenius群ではFtをそな

える。macropterusは外部形態ではmajor群に属するが，

前板にMb1をそなえることから前胃の形態ではⅢ型

　に属する。しかし，素襄の剛毛状突起は各前板の前縁

近くに1束ずつ8個並んでいて，他のmajor群の種に

共通した特徴をそなえている。V型に属する5種は全

てperforans群で，外部形態ならびに前胃の形態とも

　に互いによく類似する。

前板が比較的大きく，それに付属する突起類を完備

したⅠ型の種類はいずれも樹皮下に営巣する特性をも

ち（BROWNE：1961，KALSHOVEN：1959，加辺：1955，

1959），樹皮下のみに営巣する s e r i a t u sについて

NOBUCHI（1969）が指摘したように，Ⅰ型に属するCop-
toborus群の種類もザイノキクイムシ属の中ではbark

beetleの習性に近い原始的な型と思われる。これに対

し，前板がより縮小，また消失するⅡ型からⅤ型に属

する種類は，いずれも材部のみに営巣する種である。

以上のことから，前板の5つの型を中心にして，後

板の特徴も含めた前胃全体の形態と素襄塞の剛毛状突起

の生え方などから見た分類は，外部形態による分類と

もほぼ一致している。従って，前胃の形態的特徴は，

ザイノキクイムシ属の分類の標徴の1つとして十分利

用できると考えるが，さらに多くの種類について検討

したい。
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A B C D E F
A:X. seriatus BLANDFORD. B:X. apicalis BLANDFORD. C:X. similis FERRARI.

D:X. validus EICHHOFF. E:X. sexspinatus SCHEDL. F:X. perforans (WOLLASTON)

Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ
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第2表 Xyleborus属24種の前胃の比較

前板の型 種　　名
前板の付属突起類

Ap St　　　Mbl At

後板の

　Ft

口素嚢の剛毛状突起

の生え方

Ⅰ

　scγ乞α伽s

（Coptoborus群）

脇αγ9伽α伽s

血5’忽α伽3

＊α卯」顔6側4α

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

均一であるが前板近く

のものは太くて長い

全面に均一に分布

　　　〃

　　　〃

Ⅱ
6伽6歪s％3

砂歪6α’歪3

十

十

十

十

十

十

十

十

　　　？

前板近くで8つの束

となり他はまばら

Ⅲ

　3歪獅砺s

（Euwallacea群）

405ψ7％8”s

　”α配％s

　　ロ　η0蜘％S

　泥1α’％3

＊伽‘勿ec‘％s

　so卯o惚”3f3

　（major群）

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

±

±

十

十

十

十

十

±

±

十

十

十

十

十

十

十

全面に均一に分布

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

4つ束があり他はまばら

翼窺α6猶o卿御ε 十 一 十 十 ＋ 　 　 　 前 板 近 く で 8 つ の 束 と な る

ρo頭o吻三〇s％s

ρs鶴40ρπ惚7
十
十

一
一

一
一

±
±

一　　　　　　　　　　　　〃

一　　　　　　　　　　　　〃

Ⅳ ＊s召ガ吻πα伽ε

（Progenius群）

†尻伽伽
＊3％わ603‘α伽S

十

十

十

十

十

　　　〃

全面に均一に分布’

　　　〃

Ⅴ

（perforans群）

彦γγ％8’伽8％s

　　　　　しη㊤αS6α猶召％S乞S

卿痂
ρεがoγ脇s

＊ω9％α伽3

十

十

十

十

十

全面に均一に分布

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

＋：有，　一：無，　±：痕跡的，あるいは不明瞭

＊一一一＊：　　外部形態上類似した種群

第23号



1987年3月

摘 要

　1．ザイノキクイムシ属24種（日本産4種及び検疫で

発見されたもの20種）について前胃の形態を調査した。

　2．その結果，前胃の形態は種毎に少しずつ異なるが

前胃の形態がよく似た種のグループがいくつか認めら

れ，前板及びそこにあるSutural　teeth，Marginal　bris-

tle，Apical　teethの有無によって5つの型に分けた。

　3．前板の5つの型を中心にした前胃の形態及び素嚢

の剛毛状突起の生え方による分類は，外部形態による

分類とほぼ一致した。

　4．以上のことから，前胃の形態的特徴はザイノキク

イムシ属の分類の標徴の1つとして利用できると考え

る。
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